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社
会
情
勢
の
複

雑
化
と
共
に
常
に

難
解
な
問
題
を
内

臟
し
て
い
る
交
通

事
故
業
務
に
つ
い

て
次
の
要
綱
に
よ

よ
り
研
究
会
を
開

き
ま
す
。
お
互
い
に

研
究
討
議
し
て
正

確
な
事
務
処
理
を

把
握
す
る
の
が
目

的
で
す
。
多
数
参

加
を
望
み
ま
す
。

◎
研
究
テ
ー
マ
は

参
加
会
員
の
中

か
ら
、
交
通
事

故
問
題
で
難
解

な
事
案
、
研
究

事
例
、
体
験
事

例
、
等
を
持
ち

よ
り
発
表
し
て

下
さ
い
。

◎
各
支
部
毎
に
一

名
ー
二
名
の
発

表
を
期
待
い
た

し
ま
す
。

第 1回交通事故問題研究会要綱

館
の
会
ト

間
市
劉

日

部

6

昭和47年1 　
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明
区札幌市中央区南4条西13丁目

間 主 題 担 当 者
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紛 参 加 者 受 付 事 務 局
120分 研究討議の総括 全 員

粉 彬
〉

挨 南
~
-早鬱圓

粉 拶挨 歳
…糠臓雫

粉 ム
云

開
… 按飜

常

第 1目

時 間 主
.
題 担 当 者
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聡

節

紛 参加者の受付 事 務 局

紛 開 会 常任理事高 田 敏 一

扮 挨 拶 会 長藤 山 利 夫

粉 挨 拶 業務研修部長黒 島 宇吉郎

扮 ンヨ、ンー-プンエオ、 意
長員
政
萎門
乳
専通
木
交

120分 と饑饑 克享
長
星
座

l60分 議討究研 □員全

鯲 食夕 膠樽腹
･王ム云

ナハギ

l20分
ず
、い
の
つ

"後
に
今
営権研 目

^
全

日
[

き

ろこ

と

と

　日【
月
~

蔵
茂
幸
雄
宏
郎　

政
永
孝
害

宇

者

川
田
村
浦
田
鳥

言
木
沢
木
三
倉
黒

助
…
…
…
…
…
…

　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　　 　　　　　　　　 　業覊擬禰梛)長…………………黒 島 宇吉郎

　　　　　　　　　　

‐交通専門委員長………………木 川 政 蔵
"
"
"
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-
Y願お内案

ねずとと弁料目mは
受講料は無料とする。
参加旅費は自弁とする。
宿泊希望者は都市会館宿泊部 (合宿)に斡旋します。
1泊 1 ,500円 参加申込と同時に前納のこと。

…
‘

5

の

　
　
　
　
　

講
加
泊
泊
究

受
参
宿
1
研

　　　
　
　
　
　

　　

参加者は現に取扱った交通事故事案で極て難解なもの、 その他参考となるべき事案を

欠席の回答を送付のハガキでお知らせ下さい

宿泊斡旋希望の方は10月 15日まで

｢訂正J 前号で開催日を 9 日としましたが、 ミスプリントですの で、 お詫びいたします。

改
正
を
契
機
と
し
て
次
の
こ
と
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

の

各
種
資
格
者
業
等
と
の
協
議
会

法
定
資
格
者
の
業
務
範
囲
は
、
各
々
法
に
明
示
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、見
解
の
相
異
な
ど
に
よ
り
他
職
種
の
範
囲
に

対
す
る
侵
害
行
数
が
数
多
く
存
在
す
る
現
状
で
あ
る
。
資
格
者

自
身
が
一
般
の
誤
解
を
招
か
ぬ
よ
う
連
絡
調
整
を
図
り
必
要
が

あ
る
。
各
業
界
関
係
者
及
び
指
導
官
公
庁
の
協
議
会
を
開
催
し

会
員
指
導
に
当
る
べ
き
で
あ
る
。

②

各
種
団
体
の
違
法
行
為
対
策

組
合
員
の
便
宜
と
称
し
て
組
合
員
の
取
扱
う
職
業
の
許
認
可

申
請
書
の
作
成
を
事
務
員
な
ど
を
し
て
行
な
し
め
一
件
当
り
の

手
数
料
を
徴
収
む
て
い
る
む
き
の
団
体
も
あ
り
、
明
ら
か
に
行

政
書
士
法
の
違
反
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
、
違
反
行
為
の
警
告
を
与
え
、
な
お
非
行

を
自
認
し
な
い
も
の
に
対
し
て
は
断
固
た
る
処
置
を
と
る
こ
と

に
す
る
。

(に
せ
書
士
個
人
も
同
じ
)

③

官
公
庁
に
対
す
る
働
き
か
け

行
政
書
士
に
対
す
る
、
一
般
住
民
の
認
識
も
さ
る
こ
と
乍
ら

行
政
官
公
庁
の
認
識
が
薄
い
。

上
述
の
と
お
り
積
極
的
な
に
せ
行
政
書
士
対
策
は
単
に
本
会

の
み
の
問
題
で
は
な
く
、
全
国
的
風
潮
な
の
で
、
日
行
連
に
お

い
て
も
そ
の
対
策
に
当
って
い
る
の
で
、系
統
的
に
処
置
す
る
問

題
と
地
域
的
特
殊
な
問
題
に
区
分
し
て
処
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
実
施
に
対
応
し
て
啓
発
の
た
め
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
･
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
･
そ
の
他
公
報

(市
町
村
)
に
行
政
書
士
の

業
務
紹
介
な
ど
広
く
一般
の
認
識
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。

- 3ー

3

行
政
書
士
の
登
録
事
務

従
来
都
道
府
県
知
事
が
行
っ
て
き
た
行
政
書
士
名
簿
の
登
録

は
行
政
書
士
会
が
行
な
う
も
の
と
さ
れ
、
本
年
三
一月
一
日
よ

り
実
施
さ
れ
る
こ
と
は
、
行
政
事
務
の
簡
素
化
に
大
き
く
貢
献

す
る
も
の
で
あ
り
、
反
面
行
政
書
士
会
運
営
の
自
主
性
の
強
化

を
図
ら
ん
と
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
道
に
お
い
て
は
一
四
の
各
支
庁
毎
に
こ
の
取
扱
が
行
な
わ

驫50の

明
治
六
年
、
太
政
官
布
告
、
代
人
規
則
に
始
ま
り
、
大
正
九

年
内
務
省
令
代
書
人
規
則
の
制
定
に
よ
っ
て
行
政
書
士
制
度
が

で
き
、
同
規
則
は
戦
後
昭
和
二
二
年
三
一月
を
も
っ
て
廃
止
さ

れ
、
一
時
期
は
何
等
規
制
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
の
業
務

報
…
の
性
質
上
住
民
の
便
益
を
確
保
す
る
必
要
か
ら
、
い
わ
ば
社
会

会

経
済
的
要
請
に
よ
っ
て
、
昭
和
二
六
年
新
制
度
と
し
て
発
足
し
、

　

　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

書
。
霧
ね
棄
務
を
輔
揚
う
こ
と
を
鞠
と
L
て
じ
そ
の
て
を
り
ま
す
-

代
書
人
規
制
か
ら
行
政
書
士
法
に
変
り
昭
和
二
六
年
新
時
代

政

に
ふ
さ
は
し
い
行
政
書
士
の
名
称
を
も
っ
て
、
都
道
府
県
知
事

一石

の
指
辱
監
督
下
に
お
ぃ
て
、
種
々
の
規
制
が
加
ぇ
ら
れ
、
一
方

道

行
政
書
士
相
互
の
融
和
と
品
位
の
向
上
を
は
か
る
必
要
か
ら
昭

　

　
　　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　

し
u‐ネ

と
業
務
の
改
善
進
歩
の
た
め
運
営
に
当
っ
て
居
り
ま
し
た
が
、

最
近
の
社
会
の
諸
情
勢
に
即
応
す
る
為
昭
和
四
六
年
法
律
第
一

〇
一
号
に
よ
る
行
政
書
士
法
の
一
部
改
正
、
関
連
し
て
自
治
省

令
第
二
二
号
が
公
布
さ
れ
、
行
政
書
士
会
の
自
主
性
の
強
化
を

図
り
行
政
に
一
層
貢
献
す
る
目
的
の
も
と
に
、
登
録
事
務
の
移

譲
、
法
人
格
の
附
与
等
に
よ
っ
て
重
大
な
る
責
務
を
負
う
こ
と

に
な
り
会
の
運
営
責
任
は
大
変
革
を
要
求
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま

す
。
本
年
度
の
運
営
方
針
は

)

l

行
政
書
士
会
員
と
し
て
の
意
識
昇
揚

覊
2

簔

向
上
の
た
め
の
業
務
の
研
修

第

3

行
政
書
士
の
職
域
の
確
立

以
上
の
三
点
を
柱
と
し
て
、
意
慾
的
な
運
営
が
行
わ
れ
て
参

昭和47年 9月25日

会
長

藤

山

利

夫

り
短
期
間
乍
ら
除
々
に
そ
の
実
績
を
挙
げ
つ
･
あ
り
ま
す
が
、

行
政
書
士
制
度
が
で
き
て
以
来
、
遅
滞
し
た
諸
問
題
の
解
決
は

す
べ
て
今
後
の
運
営
に
負
託
さ
れ
て
お
り
一
鳥
一
石
の
成
果
は

倒
底
期
待
で
き
な
い
こ
と
を
充
分
認
識
し
て
相
当
長
期
に
亘
り

懸
命
な
努
力
が
払
は
れ
ね
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
本
年
度
の
運
営
方
針
は
来
年
度
に
も
こ
れ
を
続
行
す

る
と
同
時
に
次
の
こ
と
が
ら
を
加
え
て
推
進
し
て
居
り
ま
す
。

一
、
会
員
の
資
質
の
向
上

最
近
に
お
け
る
行
政
事
務
の
複
雑
、
高
度
化
の
傾
向
に
伴
う
、

官
公
庁
提
出
書
類
等
の
作
成
能
力
向
上
が
要
求
さ
れ
て
い
る
事

態
に
対
処
す
る
た
め

行
政
書
士
業
務
を
分
類
、
分
析
し
て
本
道
に
お
け
る
地
域
的
特

殊
性
を
考
慮
す
る
な
ど
、
会
員
に
専
問
的
業
務
を
修
得
せ
し
め

…
專
閉
業
と
し
て
の
収
益
性
を
も
た
せ
る
。

業
務
研
修
部

七
専
問
委
員
会
に
よ
る
業
務
の
実
態
調
査
、

研
究

そ
の
成
果
に
立
脚
し
て
会
員
を
希
望
す
る
専
問
部
門
別
業
務

の
選
択
を
せ
し
め

(例

医
師
の
各
分
科
の
ご
と
く
)
一
般
的

業
務
指
導
の
ほ
か
こ
れ
を
対
象
の
専
問
家
た
る
要
件
を
充
実
す

る
た
め
の
高
度
な
業
務
研
修
の
機
会
を
与
え
る
。

(企
画
部
)

2

に
せ
行
政
書
士
対
策

(法
一
九
違
反
者
)

行
政
書
士
法
第
一条
の
業
務
は
行
政
書
士
の
独
占
す
る
も
の

で
あ
り
、
従
来
か
ら
諸
対
策
に
も
拘
ら
ず
、
に
せ
行
政
書
士
は

- 2 -
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て
居
り
、
登
録
名
簿
に
登
載
、
登
録
証
の
交
付
、
道
公
報
の
公

示
な
ど
、
多
大
な
事
務
が
移
譲
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

本
会
が
事
務
を
取
扱
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
明
審
査

法
に
よ
り
不
明
に
よ
る
審
査
請
求
の
場
合
も
考
慮
し
て
、
資
格

審
査
委
員
会
の
設
置
を
な
し
、
登
録
及
び
登
録
抹
消
に
対
処
す

日
行
連
発
第
724
号

昭
和
47
年
9
月
10
日

行
政
書
士
会

会

長

日
行
達
役
員

る
な
ど
適
正
な
事
務
の
取
扱
が
要
求
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
諸

体
制
の
整
備
に
慎
重
を
期
す
必
要
が
あ
る
。

日
本
行
政
書
士
会
連
合
会

会
長

鈴

木

金

蔵

自
動
車
保
険
士
法
制
定
化
反
対
決
議
書

現
下
の
激
増
す
る
自
動
車
事
故
に
伴
い
、
自
動
車
損
害
賠

償
保
障
法
に
基
づ
く
保
険
金
、
損
害
賠
償
額
の
請
求
事
務
取

扱
い
そ
の
手
続
代
行
等
、
そ
の
他
の
業
務
を
行
な
う
催
眠
を

内
容
と
す
る
自
動
車
保
険
士
等
制
度
の
公
認
立
法
化
に
絶
対

反
対
す
る
。理

由

1

行
政
書
士
業
務
は
、
行
政
書
士
法
第
1
条
に
基
づ
き
他

人
の
依
頼
を
受
け
報
酬
を
得
て
、
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
、

そ
の
他
権
利
義
務
又
は
事
実
証
明
に
関
す
る
事
項

(実
地
調

査
に
基
づ
く
図
面
類
を
含
む
)
を
作
成
す
る
こ
と
を
業
と
す

る

(第
2
項
省
略
)
も
の
で
あ
っ
て
、
自
動
車
損
害
賠
償
保

障
法
筍
邸
条
、
第
16
条
、
第
“
条
及
び
第
“
条
の
規
定
に
よ

る
保
険
金
等
の
請
求
に
係
る
書
類
を
被
保
険
者
等
の
依
頼
を

受
け
報
酬
を
得
て
、
こ
れ
を
作
成
す
る
こ
と
は
、
行
政
書
士

の
業
務
範
囲
で
あ
る
o

2

上
記
1
は
、
昭
和
47
年
5
月
8
H
付
、
自
治
行
第
33
号
、

自
治
省
行
政
局
行
政
課
長
回
答
に
て
明
ら
か
な
と
こ
ろ
で
あ

る
。
3

自
動
車
事
故
に
伴
う
自
賠
責
保
険
手
続
事
務
に
関
し
て

は
、
昭
和
41
年
当
時
よ
り
行
政
書
士
の
業
務
範
囲
で
あ
る
権

利
義
務
又
は
事
実
証
明
に
関
す
る
書
類
(実
地
調
査
に
構
づ

く
図
面
類
を
含
む
)
作
成
の
手
続
き
分
野
と
し
て
、
専
門
的

知
識
技
能
の
修
得
に
力
を
注
ぎ
、
日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
、

各
都
道
府
県
単
位
会
の
指
導
の
下
、
更
に
能
力
の
向
上
に
ま

い
進
し
て
い
て
、
依
頼
者
に
対
し
書
類
作
成
を
通
じ
、
依
頼

の
趣
旨
を
果
し
そ
の
便
益
に
資
し
て
い
る
。

4

示
談
等
、
弁
護
士
法
第
“
条
に
抵
触
す
る
行
為
は
断
じ

て
許
さ
れ
ず
遵
法
の
秩
序
は
固
く
守
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

5

以
上
大
要
の
次
第
で
あ
っ
て
、
日
本
行
政
書
士
会
連
合

会
は
交
通
事
故
に
伴
う
損
害
賠
償
額
、
保
険
金
請
求
事
務
取

扱
手
続
代
行
等
の
業
務
を
行
な
う
権
限
を
行
政
書
士
、
弁
護

士
以
外
の
者
に
付
与
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
自
動
車
保
険

士
等
、
制
度
の
立
法
化
に
絶
対
に
反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
定
時
総
会

(昭
和
47
年
6
月
野
日
定
時
総
会
に
於
い
て
)

ー 4 ー

｢に
せ
行
政
書
士
｣
の
排
除
に
つ
い
て

に
せ
行
政
書
士
対
策
の
一
環
と
し
て
、
左
の
文
書
に
会
員
名
簿
を
添
え
て
、
道
内
各
関
係
官
公
署
に
要
請
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

近
く
印
刷
の
上
各
支
部
長
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
夫
々
適
切
に
要
望
さ
れ
ま
す
。
ご
承
知
の
上
今
後
の
成
果
を

期
待
し
ま
し
ょ
う
。

北 海 道 行 政 書 士 会 報

北

行

第

贈
号

昭
和
47
年
9
月
30
日

各
関
係
官
庁
宛

北
海
道
行
政
書
士
会
長

藤
山

利
夫

｢に
せ
行
政
書
士
｣
排
除
に
つ
い
て
お
願
い

(第65号)

各
官
公
庁
に
提
出
す
る
諸
申
請
届
出
書
類
等
の
代
理
作
成
は

行
政
書
士
法

(昭
和
26
年
2
月
22
日
法
律
第
4
号
)
に
よ

っ
て
定
め
ら
れ
た
行
政
書
士
会
に
入
会
し
て
い
る
行
政
書
士
が

行
う
こ
と
は
既
に
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
昨
年
6
月

行
政
書
士
法
の
一
部
改
正
に
よ
っ
て
会
の
自
主
性
の
強
化
を
図

る
た
め
、
会
は
公
法
人
と
な
り
、
官
庁
事
務

(行
政
書
士
の
登

録
業
務
)
も
一部
移
譲
さ
れ
且
つ
自
治
大
臣
の
監
督
は
一層
強

化
さ
れ
て
行
政
書
士
並
に
行
政
書
士
会
の
責
務
も
規
定
さ
れ
て

一新
さ
れ
た
運
営
に
入
る
段
階
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
る
に
近
時
各
関
係
窓
口
に
お
け
る
許
認
可
書
類
の
申
請

状
況
を
見
ま
す
と
そ
の
過
半
数
以
上
が
行
政
書
士
の
資
格
を
持

た
な
い
無
資
格
者
で
あ
る
個
人

(行
政
書
士
の
資
格
な
き
司
法

書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
不
動
産
業
者

を
含
む
)
又
は
会
社
、
団
体
、
組
合
等
が
、
し
か
も
報
酬
を
得

て
代
理
作
成
の
上
提
出
さ
れ
て
い
る
も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
の

で
あ
り
ま
す
。
貴
庁
に
お
け
る
窓
口
受
理
は
提
出
書
類
の
整
備

の
み
審
査
さ
れ
る
こ
と
で
足
り
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、

こ
の
よ
う
な
無
資
格
者
の
代
理
行
為
は
行
政
書
士
法
第
19
条

第
1
項
に
よ
り
処
罰
さ
れ
る
べ
き
違
反
行
為
で
あ
り
ま
す
。

(※
行
政
書
士
の
作
成
し
た
書
類
は
(施
行
規
則
第
9
条
4
項
)

末
尾
に
署
名
捺
印
が
あ
り
ま
す
)

従
っ
て
こ
れ
ら
の
こ
と
を
こ
の
ま
ま
無
関
心
に
窓
口
受
理
を

継
続
さ
れ
ま
す
と
行
政
書
士
会
の
会
員
が
業
務
を
行
う
の
に
著

し
く
阻
害
さ
れ
且
つ
一般
社
会
に
法
に
よ
り
規
制
さ
れ
て
い
る

業
域
認
識
の
誤
解
を
ま
ね
く
結
果
と
な
り
ま
す
の
で
今
後
併は
特

に
法
治
国
家
の
官
庁
と
し
て
こ
の
点
よ
く
“師
斡識
い
た
だ
き
窓

口
方
針
を
明
確
に
し
て
｢に
せ
行
政
書
士
｣
は
厳
し
く
排
除
さ

れ
る
よ
う
ご
措
置
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。

な
お
ご
参
考
ま
で
に
本
会
会
員
名
簿
を
添
付
い
た
し
ま
し
た

の
で
ご
利
用
い
た
だ
き
た
く
併
せ
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
務

報

告

◎
部

長

会

議

と

き

昭
和
“
･
8
･
11

と
こ
ろ

於

本
会
事
務
局

出
席
者

藤
山
会
長
、
星
、
白
坂
副
会
長
、
石
道
、
黒
島
、
成

田
、
長
谷
川
、
各
部
長

1

協
議
事
項

の

昭
和
48
年
度
事
業
計
画
と
予
算
策
定
に
つ
い
て

道
助
成
金
申
請
の
た
め
の
資
料
と
し
て
明
年
度
予
算
に
つ

い
て
各
部
の
意
見
、
計
画
を
尊
重
し
て
ま
と
め
た
。

②

昭
和
47
年
度
下
期
の
事
業
に
つ
い
て

本
年
上
期
の
運
営
を
反
省
、
検
討
を
行
い
下
期
の
運
営
を

効
率
的
に
行
う
よ
う
全
般
業
務
に
亘
り
協
議
し
た
。

◎
常

任

理
事
会

と

き

昭
和
館

･
8

･
14

と
こ
ろ

札
幌
市
、
市
民
会
館

出
席
者

藤
山
会
長
、
星
、
白
坂
、
榎
波
副
会
長
、
黒
島
、

長
谷
川
、
高
田
、
成
田
、
荒
、
石
川
、
木
川
、
中
野
、

各
常
任
理
事

協
議
争
項

議
案
1
号

昭
和
47
年
度
上
期
の
運
営
経
過
報
告

o
道
助
成
金
の
要
請
に
つ
い
て
現
在
迄
運
動
を
行
っ
た
経
過
に

つ
い
て
叢
生聴

0
に
せ
行
政
書
士
対
策
に
つ
い
て
認
識
を
求
め
、
今
後
の
対
策

に
協
議
を
乞
う
た
め
、
道
盪裏
云に
出
向
し
て
要
請
し
た
こ
と

を
報
比刊

0
日
行
連
総
会
に
出
席
し
た
経
過
報
告

0
細
部
的
な
事
項
は
記
載
省
略

議
案
2
号
、
昭
和
48
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

総
務
、
企
画
、
業
務
研
修
、
経
理
、
の
各
部
長
よ
り
明
年
度

の
事
業
計
画
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
新
し
い
計

画
と
し
て
総
務
部
で
は

｢登
録
事
務
｣
が
益
々
開
始
さ
れ
る
、
今
後
日
行
連
の
指
導

と
、
道
庁
、
支
庁
と
綿
密
な
打
合
せ
の
上
万
全
の
態
勢
を
作

る
計
画
。

企
画
部
で
は

｢報
酬
額
の
改
定
研
究
｣
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
業
務
研
修

部
と
の
関
連
も
あ
る
が
、
連
携
し
て
合
理
的
に
具
現
す
る
計

画
9
業
務
研
修
部
で
は
、

7
の
専
門
委
員
会
の
効
率
化
を
図
り
、
作
り
あ
げ
た
業
務

資
料
を
1

会
員
に
配
布
す
る
、

(な
る
べ
く
無
償
で
)

- 5 -

自
動
車
保
険
士
法
制
定
化
反
対
決
議
書
の
送
付
と

こ
れ
に
伴
う
行
政
書
士
の
あ
り
方
に
つ
い
て

残
暑
厳
し
き
折
柄
益
々
御
清
栄
の
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ

ま
す
。
い
つ
も
乍
ら
本
会
の
運
営
に
当
り
ま
し
て
は
、
御
協

力
賜
わ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

籾
て
、
み
だ
し
の
事
に
つ
い
て
は
、
本
年
6
月
"
日
の
定

時
総
会
に
お
い
て
決
議
が
な
さ
れ
、
現
在
こ
の
線
に
則
っ
て

日
行
連
で
は
弁
護
士
会

(日
弁
連
)
と
意
志
の
疎
通
を
図
り

共
斗
態
勢
で
立
法
化
の
反
対
運
動
に
ま
い
進
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
各
単
位
会
に
お
い
て
も
十
分
に
こ
の
趣
旨
を
徹
底

し
て
あ
ら
ゆ
る
施
策
と
、
こ
の
種
の
情
鰍
の
収
集
に
つ
と
め
、

い
や
し
く
も
行
政
書
士
会
々
員
が
法
の
依
り
ど
こ
ろ
を
持
た
な

い
自
動
車
保
険
士
会
へ
入
会
し
た
り
、
こ
の
種
団
体
等
へ
講
師

と
し
て
出
張
す
る
等
は
｢
著
し
く
行
政
書
士
の
品
位
を
失
墜
す

る
も
の
で
厳
に
慎
し
む
よ
う
指
導
監
督
の
徹
底
を
期
す
る
よ
う

お
願

い
い
た
し
ま
す
。



戸

2

研
集
会
、
講
習
会
に
こ
の
業
務
資
料
を
活
用
し
た
い
。

出
席
者

藤
山
会
長
、
星
副
会
長
、
黒
島
業
務
研
修
部
長
、

3

会
員
の
希
望
を
聞
い
て
そ
れ
ぞ
れ
個
々
の
会
員
を
7

大
淵
、
葛
西
、
舛
井
、
笠
井
、
各
委
員

(第65号)

の
部
門
に
区
分
し
て
今
後
は
そ
の
部
門
を
単
位
と
し

て
研
修
会
そ
の
他
の
事
案
も
考
へ
て
ゆ
き
た
い
。

議
案
3
号

昭
和
48
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

道
助
成
金
申
請
の
た
め
に
作
成
し
た
予
算
と
し
て
協
議
を
求

め
若
干
の
修
正
を
し
て
同
意
を
得
た
。

議
案
4
号

昭
和
47
年
度
下
期
の
業
務
諸
案
に
つ
い
て

次
の
と
を
り
決
定
し
た
。

1

行
事
予
定

全
道
業
務
研
修
会
開
催

日
時

11
月
n

･
12
日
2
日
間

場
所

札
幌
市
南
4
条
西
路
丁
目

於

都
市
会
館

2

会
議
予
定

10
月
10
日

業
務
研
修
部
会
と
交
通
専
門
委
員
会
の
合

同
会
議

11
月
12
日

理
事
会

11
月
13
日

支
部
長
会

8
月
26
日

日
行
連
、
会
長
会
と
登
録
事
務
担
当
者
指

導
会
議

北海道行政書士 会報

8
月
27
日

日
行
達
、
幹
部
業
務
指
導
者
会
議

議
案
5
号

諸
規
程
に
つ
い
て

11
月
10
日
迄
に
完
成
す
る
。

議
案
6
号

1

農
地
専
門
委
員
一
名
欠
員
の
た
め
次
の
方
に
委
嘱
す
る
。

(札
幌
支
部

薮
田

貞
治
)

各
部
の
う
ご
き

昭和47年 9 月 25日 昭和47年 9月25日

◎
運
輸
専
門
委
員
会

と

き

昭
和
“
.
9

.
10

と
こ
ろ

札
幌
市
、
自
治
会
館

　

れ
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
こ
れ
は
直
ち
に
行
政
書
士
法
第
ゆ
条

第
1
項
に
よ
り
処
罰
さ
る
べ
き
違
反
行
為
で
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
、
こ
の
ま
＼
無
関
心
に
窓
ロ
受
理
を
放
任
さ
れ
る
と

法
的
に
も
公
序
を
乱
し
社
会
の
誤
解
を
ま
ね
く
結
果
と
な
る
の

で
今
後
は
窓
口
方
針
を
確
立
し
て
、｢に
せ
行
政
書
士
｣
は
厳
重

に
排
除
を
取
計
わ
れ
る
よ
う
ご
措
置
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

追
っ
て
本
会
会
員
が
作
成
す
る
書
類
に
は
必
ず
行
政
書
士
氏

名
を
記
載
し
職
印
を
押
印
し
て
提
出
す
る
よ
う
さ
せ
る
の
で
、

こ
の
点
を
含
み
の
上
ご
指
導
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

回

答

文

昭
和
47
年
8
月
9
日

北
海
道
行
政
書
士
会

札
幌
支
部
長

野

崎

幸

殿

札
幌
市
区
農
業
委
員
会
連
絡
協
鱸襞
云

会
長

田

中

忍

区
農
業
委
員
会
連
絡
協
幽襄
云に
お
け
る

決
定
事
項
等
の
通
知
に
つ
い
て

北 海道行政書士会報

8
月
7
日
の
協
議
会
に
お
い
て
決
定
し
た
事
項
お
よ
び
札
幌

市
か
ら
報
告
の
あ
っ
た
事
項
に
つ
き
、
下
記
の
と
お
り
通
知
い

た
し
ま
す
。

1

農
地
法
に
係
る
諸
申
請
に
つ
い
て

行
政
書
士
会
札
幌
支
部
か
ら
要
請
の
あ
っ
た
こ
の
件
に

つ
い
て
は
、
申
し
出
の
主
旨
に
そ
っ
て
協
力
す
る
こ
と
と

す
る
。

大
淵
、
葛
西
、
舛
井
、
笠
井
、
各
委
員

協
議
事
項

1

作
成
資
料
の
編
集
に
つ
い
て

0
個
人
タ
ク
シ
ー
及
び
一般
区
域
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
に

伴
う
申
請
様
式
編
集
、
印
刷
を
10
月
中
に
完
成
す
る
よ
う

作
業
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
。

o
11
月
よ
り
研
修
資
料
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

2

そ
の
他
の
資
料
作
成
に
つ
い
て

0
明
年
度
は
第
2
集
と
し
て
自
動
車
登
録
申
請
、
ハ
イ
タ
ク

申
請
手
続
様
式
を
作
成
す
る
。

3

自
動
車
登
録
、
そ
の
他
諸
申
請
に
関
連
す
る
各
種
団
体
と

の
接
渉
に
つ
い
て
、

0
日
行
達
が
主
体
性
を
も
っ
て
中
央
作
戦
で
積
極
的
に
働
き

か
け
る
よ
う
に
す
る
。

o
陸
運
局
と
懇
談
裡
に
行
政
書
士
の
認
識
を
も
っ
て
も
ら
う

よ
う
に
す
る
。

各
支
部
の
う
ご
き

0
網
走
支
部
研
修
会

一
、
日
時
場
所

9
月
9
日
北
見
市
、
北
見
会
館

二
、
研
修
科
目

自
賠
責
請
求
事
務
手
続
に
つ
い
て

講
師

本
会
交
通
専
門
委
員
長

木

川

政

蔵

氏

0
10
月
6
日
旭
川
支
部
研
修
会
予
定

o
m
月
7
日
室
蘭
支
部
研
修
会
予
定

o
m
月
7
日
函
館
支
部
研
修
会
予
定

日
行
達
が
自
治
省
に
対
し
登
録
事
務
に
つ
い
て
質
疑
し
た
も

の
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
回
答
が
あ
っ
た
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

コし　　　

問
1

行
政
書
士
の
名
称
に
｢特
殊
法
人
｣
と
冠
す
る
こ
と
は
、

さ
し
つ
か
え
な
い
か
。

答

適
当
で
な
い
。

理
由

特
殊
法
人
と
は
、
特
別
法
に
よ
り
国
策
上
ま
た
は
公

共
の
利
益
の
た
め
設
置
さ
れ
、
政
府
の
出
資
を
受
け
あ
る
い
は

政
府
に
よ
る
役
員
の
任
命
等
、
特
別
の
監
督
を
受
け
る
法
人
を

さ
す
の
が
通
常
で
あ
る
。

問
2

行
政
書
士
会
が
、
登
録
申
請
を
拒
否
し
た
場
合
、
又
は
、

登
録
を
抹
消
し
た
場
合
、
申
請
者
又
は
抹
消
さ
れ
た
者
に
対
し
、

法
6
条
の
3
第
1
項
、
7
条
第
3
項
の
審
査
請
求
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
旨
、
教
示
す
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
。

答

教
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

理
由

行
政
書
士
会
は
、
行
政
庁
と
し
て
登
録
拒
否
、
又
は

登
録
抹
消
の
処
分
を
行
う
わ
け
で
あ
り
、
行
政
不
服
審
査
法
57

条
の
規
定
に
よ
り
、
教
示
の
義
務
が
あ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

問
3

職
印
届
の
提
出
は
、
登
録
の
直
後
で
な
く
、
入
会
時
あ

る
い
は
業
務
を
始
め
る
時
に
提
出
す
れ
ば
と
思
う
が
ど
う
か
。

答

入
会
届
を
提
出
す
る
ま
で
に
提
出
が
あ
れ
ば
、
さ
し
つ

か
え
な
い
も
の
と
解
す
る
。

理
由

登
録
後
す
み
や
か
に
提
出
す
べ
し
、
と
す
る
の
が
法

意
で
は
あ
る
が
、
行
政
書
士
会
に
入
会
し
な
い
限
り
、
職
務
を

行
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
職
印
は
入
会
時
ま
で

に
作
成
す
れ
ば
足
り
る
も
の
で
あ
り
、
入
会
時
ま
で
に
提
出
が

あ
れ
ば
、
法
の
運
用
上
の
支
障
は
な
い
。

◎
札
幌
支
部

農
業
委
員
会
に
要
請

札
幌
支
部
で
は
会
員
の
職
域
確
保
を
図
る
た
め
、
地
元
農
業

委
員
会
に
対
し
て
次
の
要
請
を
行
い
、
協
力
す
る
旨
の
回
答
を

得
た
。

　

要

注

文

て
別
紙
の
と
お
り

回

答

文

一
、
別
紙
の
と
お
り要

請

文

北
行
札
第
8

号

昭
和
47
年
7
月
m
日

札
幌
市
区
農
業
委
員
会
連
絡
協
議
会
長

田

中

忍

殿

北
海
道
行
政
書
士
会

札
幌
支
部
長

野

崎

幸

農
地
法
に
係
る
諸
申
請
に
つ
い
て

最
近
農
地
法
に
基
き
農
業
委
員
会
に
提
出
さ
れ
る
諸
申
請
、
届

書
類
の
作
成
は
、
ご
承
知
の
よ
う
に
本
人
の
申
請
を
除
き

｢他

人
の
依
頼
を
う
け
て
報
酬
を
得
て
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
の

作
成
し
で
あ
り
、
行
政
書
士
法
第
1
条
に
明
示
さ
れ
て
い
る
行

政
書
士
の
業
務
で
あ
り
ま
す
。

し
か
る
に
現
在
の
申
請
の
状
況
を
見
ま
す
と
、
そ
の
過
半
数

以
上
が
行
政
書
士
の
資
格
を
持
た
な
い
司
法
書
士
、
土
地
家
屋

調
査
士
、
不
動
産
業
者
等
に
よ
っ
て
代
理
作
成
さ
れ
提
出
を
さ

｢

自

治

省

の

回

答

‘
$

問
4

行
政
書
士
会
員
が
会
費
を
滞
納
し
退
会
、
あ
る
い
は
除

名
、
退
会
処
分
を
受
け
、
そ
の
後
再
入
会
を
希
望
し
た
場
合
、

行
政
書
士
会
は
再
入
会
を
拒
否
で
き
る
か
。

答

除
名
事
由
が
消
滅
し
な
い
等
正
当
な
事
由
が
あ
る
場
合

は
、
会
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
、
又
は
再
入
会
を
拒
否

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
解
す
る
。

士
務
書
事
政
録
行
登

法
令
用
語
の
知
識
の

選
択
的
接
続
詞
で
あ
る

又
は
と
若
し
く
は
に
つ
い
て

｢又
は
｣
も

｢若
し
く
は
｣
も
同
じ
意
味
で
あ
る
が
、

単

一
に
用
い
る
と
き
は
、
｢又
は
L
を
用
い
、
選
択
さ
れ
る

語
句
に
段
階
が
あ
る
と
き
に
は
、
大
き
い
選
択
的
連
結
に

は

｢又
は
｣
を
用
い
、
小
さ
い
選
択
的
連
結
に
は

｢若
し

く
は
｣
を
用
い
る
。
選
択
的
連
結
が
三
段
階
以
上
に
な
る

と
き
は
、
一
番
大
き
い
連
結
だ
け
に

｢又
は
｣
を
用
い
、

そ
の
他
の
連
結
に
は
い
く
つ
段
階
が
あ
っ
て
も
す
べ
て
｢若

し
く
は
｣
を
重
複
し
て
用
い
る
。

た
と
え
ば
、

｢副
知
事
若
し
く
は
助
役
に
も
事
故
が
あ

る
と
き
若
し
く
は
副
知
事
若
し
く
は
助
役
も
欠
け
た
と
き

又
は
副
知
事
若
し
く
は
助
役
を
置
か
な
い
普
通
地
方
公
共

団
体
に
お
い
て
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
に
事
故
が

あ
る
と
き
若
し
く
は
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
が
欠

け
た
と
き
｣
(地
方
自
治
法
152
等
U

- 7 -
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第65号)

【随

筆
】

あ

る
。
こ
の
こ
ン

は
、
行
政
書
士
全

体
の
よ
ろ
こ
び
と

過

保

護

を
屍
瑳
“

▲な
い
。ね
が
わ
く
ば
行

敢
書
士
各
自
が
会

網
走
支
部
長

佐

藤

三
千
三

長
以
下
役
員
の
、

い
わ
ゆ
る
保
護
の

北 海 道 行 政 書 士 会 報

｢這
え
ば
立
て
、
立
て
ば
歩
ゅ
め
の
親
心
｣
こ
れ
は
親
の
我

手
を
待
つ
こ
と
な
く
、

が
子
に
対
す
る
切
せ
っ
た
る
愛
情
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

お
互
に
、
し
っ
た
勉
励
し

勿
論
こ
の
愛
情
の
中
に
は
法
律
上
の
保
育
の
義
務
、
保
護
の
青

て
、
そ
の
実
を
あ
げ
よ
う

任
は
親
は
意
識
せ
ず
、
ひ
た
す
ら
愛
情
の
み
の
発
露
で
あ
る
。

で
は
な
い
か
。

近
時
青
少
年
の
非
行
防
止
の
た
め
の
保
護
対
策
、
又
は
交
通

事
故
に
よ
る
被
害
者
保
護
対
策
、
公
害
に
よ
る
被
害
者
の
救
済

保
護
等
々
。
保
護
と
い
う
言
葉
が
今
日
ほ
ど
乱
用
さ

も
′

れ
た
時
代
は
、
過
去
に
も
例
が
な
ぃ
で
あ
ろ
う
。
そ

乱
t

地

n

の
保
護
の
度
あ
い
が
過
剰
に
な
る
と
、
所
謂
過
保
護

朝
ま

燧
扮
蟠
蕁
謝
…

↑

と
い
わ
れ
て
逆
効
果
と
な
る
o

朔
獺
王
め
一閲一目
祚
殴
富
岡
｢

即
ち
目
か
ら
立
ち
あ
が
ろ
う
と
云
う
本
能
若
し
く

謨
旛
]
③
ぞ翰
“町
]
E
央
川
.

は
意
欲
が
な
け
れ
ば
、
折
角
の
保
護
の
精
神
が
あ
だ

･兵　

に
な
り
、
地
力
本
願
と
な
る
。

含援胤解約粉灰汚双ち祢%物笏ど諦微嘉社務
正

9

で讓
と
は

保
護
を

いう
か腿

浴
し

の

慕
鼻
稲
響

い笋舵
の露野
姦
駛拗競
猪
泄蹴
簿

君
臨
鱈
輳
。

　
　　
　
　
　
　
　　
　　
　

　　
　

　

　

四
十
六
‘年
十
二
月
の
行
政
書
]士
法
改
正
施
行
…と
い
う

□貝

名
明
雄
一期"蔵
蔵
嬬
･

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

種
専
門
委
員
会
等
の
活
躍
は
離
日
に
あ
た
い
す
る
o

氏
藤
菌
永
水
上
口

近
藤
徳
清
井
猪

過
保
は護
で
育
ち
た
所
謂
温
室
｣育
ち
は
、
な
よ
な
よ

廚
翳
936
級
鱒
e
675

し
く
て
豪
快
さ
が
な
く
、
そ
れ
に
比
し
て
目
か
ら
の

会

9

本
能
と
已
れ
か
ら
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
意
欲
で
育

郊
鋪
蜘
芻
概
観
硼

っ
た
も
の
は
何
も
の
に
も
、
め
げ
な
い
強
じ
ん
さ
が

旦
割
副
副
副
回
訓
罰
贓曰副
回
回
回
回
｢
霧
中
噌聾

1
菫一群
六十六号
も
く
じ
ず
室話
そ

昭和47年 9 月25日

!
-

○

0
6

7
6

　　
　
　
　

5

1

]
7

3

1

1

3

1
2

1
4

2

1

1
1

3

3

1
′(

5
′(

4
,(

′(

G
4

6
(
、

　

　

　

　

2

6

2

乾

留

　
　
　
　

4

0

0

0

0
0

0

　

ビ

05

珍
し

そ

一
ピ

ビ

2

田

二

　
　
　　

ご

旭川市末沈去 1 条 3丁-目 7 番地の50

メ

1

以
メ
条
濃
1
区

中
条

翳
区

-2

　　

　右
国
広
台
央
1
区
条
央
隠
6

区
央
央
宙
m

白
花
末
高
中
北
南
8

中
東
西
西
中
中
害
+

市
市
市
町
諦
市
市
市
市
中
市
浦
浦
市
南

幌

別

川
内

離

見
幌

川
幌
院

広
鮴

幌

爛
一別

札
紋
旭
裏
札
北
札
旭
札
札
帯
札
札
札
紋

　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　　　

　
　

　

　

◇云

田
一
･
川
野

田
山
瀬
{田

□
岡
本

本

田
本

橘

田

沼
秋
川
池
猪
笹
佐
山
大
松
三
原

斡
如
虹
鱒
斡
“
41

07
“-
38
観
閲
41
90

$
42

　　
　　
　　
　　
　　

　
　　
　　　
　　
　　

綱
札
旭
札
札

′

′
′

′

′
′
会
′

′
′

′
′

′
′

′

′

′
′

′

′

′
基

′
′

′

′
′

′
′

′

日

1

4
1

2
9

4

6
8

9
4
7

9

′

′
1

′

　

　

編
集
後
記

絹
嬢
委
員
は
発
行
月
と
な

り
ま
す
と
掲
載
資
料
の
不
足

に
頭
を
悩
ま
し
て
い
る
有
様

で
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
は
ご

多
忙
と
は
存
じ
ま
す
が
、
随

筆
、
感
想
文
、
意
見
希
望
事

項
な
ど
ど
し
ど
し
寄
稿
し
て

下
さ
い
。

本
月
号
に
寄
稿
下
さ
い
ま

し
た
網
走
支
部
佐
藤
三
千
三

先
生
に
は
深
甚
な
る
感
謝
の

意
を
表
し
ま
す
。

当
会
の
現
在
の
会
議
表
紙

の
デ
ザ
イ
ン
を
昭
和
四
十
八

年
新
年
号
よ
り
新
し
い
も
の

に
変
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

永
年
に
亘
っ
て
の
現
在
の
表

紙
に
は
愛
着
を
感
じ
ま
す
が

時
世
の
流
れ
と
共
に
H
本
国

も
新
時
代
に
進
む
現
今
の
社

会
情
勢
か
ら
み
て
も
新
風
を

吹
き
こ
ん
だ
漸
進
で
迫
力
あ

る
表
現
の
デ
ザ
イ
ン
を
広
く

募
集
致
し
ま
す
。

白
黒
、
カ
ラ
ー
、
規
格
は

自
由
で
す
。
茎
愚
見
希
望
を

お
寄
せ
下
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

◎
明
年
は
丑
年
で
す
。
丑
年

生
れ
の
方
新
年
号
に
掲
載
し

ま
す
か
ら
感
想
文
を
お
寄
せ

下
さ
い
。
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